
特集 平成26年度補正予算案　平成27年度予算案
中小企業・小規模事業者関係予算案の概要

組合活性化情報　毎月１日発行　平成27年２月１日

2015
Feb

Vol.682

2

表紙写真説明
女性創業セミナーWITTY
卒業プレゼン・修了式
 （ライフスタイル協同組合）

■　―いま、これを伝えたい！―
 協同組合下関造園クラブ

■　シリーズ「ものづくり補助金活用事例紹介」
 不二産業株式会社

■　組合等ニュース

■　景況動向

■　女性創業セミナーWITTYを運営！
 ライフスタイル協同組合

■　平成26年度決算・税務講習会のご案内



2山口県の中小企業（2015年２月号）

シリーズ

つ
癒
し
や
潤
い
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場

の
海
峡
ゆ
め
広
場
に
は
多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
、
緑
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
剪
定
枝
を
大
型
の
破
砕
機
で
粉
砕
、

チ
ッ
プ
化
し
、
各
所
公
園
の
園
路
、
樹
木

の
下
に
敷
き
詰
め
て
防
草
の
役
割
を
持
た

せ
る
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
へ
も
積
極
的

な
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
関
市
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ

て
お
り
、
緑
化
の
場
所
が
ほ
ぼ
海
岸
沿
い

に
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
14
年
度
の
中
央

会
補
助
金
の
活
用
を
契
機
に
調
査
・
研
究

事
業
と
し
て
、
臨
海
部
の
植
栽
技
術
の
研

究
及
び
活
動
を
継
続
的
に
行
い
、
現
在
人

下
関
市
の
緑
の
技
術
者
集
団
!!

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　理 事 長：森　　和義
　○　組合員数：22名
　○　組合住所：下関市亀浜町1802－１
　○　☎ 083-250-5231  FAX 083-250-5232
【組合の主な活動】
　造園工事業

協同組合下関造園クラブ

【
造
園
技
術
の
進
歩
へ
の
対
応
の
た
め
組

合
を
設
立
】

　

当
組
合
は
、
任
意
団
体
「
下
関
造
園
ク

ラ
ブ
」
と
し
て
発
足
し
、
20
年
の
永
き
に

わ
た
り
様
々
な
造
園
業
に
係
わ
る
活
動
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、造
園
関
係
の
技
術
・

工
法
の
進
歩
、
地
球
温
暖
化
等
の
環
境
に

お
け
る
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織

体
に
な
る
べ
く
、
平
成
13
年
６
月
に
22
社

で
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

【
共
同
受
注
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
】

　

当
組
合
の
主
た
る
事
業
と
し
て
、「
下

関
市
緑
化
祭
」
を
下
関
市
と
共
催
し
、
緑

化
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

民
に
広
く
造
園
技
術
を
Ｐ
Ｒ
し
、
緑
の
も

協
同
組
合
下
関
造
園
ク
ラ
ブ

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
市
内
の
小
学
校
２
校
の

校
庭
の
一
部
を
芝
生
地
化
す
る
な
ど
、様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
自
己
研
鑽
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
】

　

当
組
合
は
、
常
に
造
園
技
術
の
資
質
向

上
を
目
指
し
て
、
教
育
情
報
提
供
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
草
刈

り
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
講
習
会
を
は

じ
め
、
造
園
技
能
士
の
資
格
取
得
に
向
け

た
講
習
会
を
行
う
な
ど
、
後
継
者
の
育
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

任
意
団
体
か
ら
の
活
動
を
加
え
る
と
今

年
で
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
緑
は
人
の

心
に
安
ら
ぎ
・
優
し
さ
・
豊
か
さ
を
も
た

ら
す
」
を
念
頭
に
、
緑
を
造
り
、
育
て
る

こ
と
を
通
じ
て
、
豊
か
な
景
観
・
環
境
を

創
り
、
守
る
こ
と
を
社
会
的
使
命
と
し
、

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
、
都
市
環
境

づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

工
島
の
埋
立
地
で
実
際
に
防
風
林
に
使
う

樹
木
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
下
関
市
と
姉

妹
締
結
都
市
で
あ
る
ト
ル
コ
共
和
国
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
市
か
ら
下
関
市
に
日
本
庭
園

建
設
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
市
の
要
請
を

受
け
て
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
建
設
、

整
備
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の

庭
園
の
手
入
れ
等
の
技
術
支
援
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
ま
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
か

ら
下
関
市
に
寄
贈
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

を
利
用
し
た
火
の
山
公
園
ト
ル
コ
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
園
の
整
備
に
協
力
し
、
毎
年
春
に

は
市
民
の
み
な
ら
ず
観
光
客
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
造
園
分
野
に
お
け
る

海
外
と
の
専
門
的
交
流
に
貢
献
し
た
と
の

こ
と
で
、
昨
年
、
日
本
公
園
緑
地
協
会
か

ら
佐
藤
国
際
交
流
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
姉
妹
都
市
で
あ
る
中
国
青
島
市
で

開
催
さ
れ
た
世
界
園
芸
博
覧
会
に
下
関
市

が
出
展
し
た
展
示
園
施
工
に
技
術
者
を
派

遣
し
ま
し
た
。
下
関
市
展
示
園
は
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
当
組
合
は
青
島
市
よ
り
感
謝

世界園芸博覧会で優秀賞を受賞（下関市展示園）

トルコ共和国イスタンブール市の日本庭園建設に協力
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特　　集

の
づ
く
り
技
術
を
活
用
し
た
研
究
開
発

な
ど
の
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま

す
。 

補
助
上
限
額
：
４
、５
０
０
万
円

※ 

特
定
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
に
、「
デ

ザ
イ
ン
開
発
技
術
」
を
追
加
し
ま
す
。

■ 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
競
争
力
強
化
連
携
支

援
事
業

27
年
度
：
10
億
円

○ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、
他
の

事
業
者
及
び
大
学
・
公
的
研
究
機
関
等

と
連
携
し
て
行
う
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス

開
発
の
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま

す
。 
補
助
上
限
額
：
３
、０
０
０
万
円

省
エ
ネ
設
備
の
導
入
を
支
援
し
ま
す

■ 

地
域
工
場
・
中
小
企
業
等
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
補
助
金

26
年
度
補
正
：
９
３
０
億
円

① 

最
新
モ
デ
ル
の
省
エ
ネ
機
器
・
設
備
を

対
象
に
、
費
用
の
１
／
２
を
補
助
し
ま

す
。そ
の
際
、導
入
前
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
提
出
を
省
く
な
ど
申
請
手
続

き
を
簡
素
化
し
ま
す
。

② 

こ
の
ほ
か
、
工
場
・
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗

等
の
省
エ
ネ
に
資
す
る
設
備
の
更
新
・

改
修
に
つ
い
て
も
費
用
の
１
／
２
を
補

助
し
ま
す
。（
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
場
合
は
２
／
３
）

が
ん
ば
る
商
店
街
を
支
援
し
ま
す

■ 

地
域
商
業
自
立
促
進
事
業

27
年
度
：
23
億
円

○ 

商
店
街
が
取
り
組
む
、
地
元
産
品
を
販

売
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
、
子
育
て
・

高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
空
き

店
舗
へ
の
店
舗
誘
致
、
ま
ち
な
か
交
流

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
商
店
街
の
魅

力
を
向
上
し
、
中
長
期
的
な
発
展
に
貢

献
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
費
用
の
２
／

３
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
上
限
額
：
５

億
円

人
材
の
確
保
・
育
成
を
支
援
し
ま
す

■ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
対
策

事
業

26
年
度
補
正
：
60
億
円

27
年
度
：
10
億
円

① 

地
域
内
外
の
若
者
・
女
性
・
シ
ニ
ア
等

の
多
様
な
人
材
か
ら
、
地
域
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
が
必
要
と
す
る
人

材
を
発
掘
し
、
紹
介
・
定
着
ま
で
を
一

貫
支
援
し
ま
す
。

② 

「
地
域
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

を
組
成
し
、地
域
の
複
数
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
よ
る
出
向
や
共
同
研

修
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
企
業
に
お
け

平
成
26
年
度
補
正
予
算
案　

平
成
27
年
度
予
算
案

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
関
係
予
算
案
の
概
要

る
人
材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

③ 

カ
イ
ゼ
ン
活
動
指
導
者
の
育
成
・
派
遣
、

製
造
現
場
の
中
核
人
材
へ
の
講
習
等
を

通
じ
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
人
材
育
成
を

支
援
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
を
応
援
し
ま
す

■ 

小
規
模
事
業
者
の
持
続
化
支
援

26
年
度
補
正
：
２
５
２
億
円

① 

小
規
模
事
業
者
が
商
工
会
・
商
工
会
議

所
と
一
体
と
な
っ
て
販
路
開
拓
に
取
り

組
む
費
用
（
チ
ラ
シ
作
成
費
用
や
商
談

会
参
加
の
た
め
の
運
賃
な
ど
）
の
２
／

３
を
補
助
し
ま
す
（
持
続
化
補
助
金
）。

ま
た
、
①
複
数
の
事
業
者
が
共
同
で
行

う
取
組
や
、
②
雇
用
対
策
・
買
い
物
弱

者
対
策
へ
の
取
組
を
行
う
事
業
者
に
対

し
て
は
重
点
的
に
支
援
（
補
助
上
限
の

ア
ッ
プ
）
し
ま
す
。

　

 

補
助
上
限
額
：
50
万
円
（
①
５
０
０
万

円
、 

②
１
０
０
万
円
）

② 

既
存
の
商
圏
を
超
え
た
広
域
に
販
路
を

拡
大
し
よ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
を

対
象
に
、
物
産
展
や
商
談
会
の
開
催
、

国
内
外
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。

■ 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
事

業
（
マ
ル
経
融
資
）

27
年
度
：
③
④
で
40
億
円

③ 

商
工
会
・
商
工
会
議
所
・
都
道
府
県
商

工
会
連
合
会
の
経
営
指
導
員
の
経
営
指

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

革
新
を
支
援
し
ま
す

■ 

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新

補
助
金26

年
度
補
正
：
１
、０
２
０
億
円

○ 

新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、
新
し
い
販
売
方

法
の
導
入
な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
事
業
革
新
に
取
り
組
む
費
用

の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。
今
回
は
、

共
同
体
で
行
う
設
備
投
資
な
ど
も
支
援

対
象
に
追
加
し
ま
す
。

補
助
対
象
：
①
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
、
新
商

品
・
試
作
品
の
開
発 

②
複
数
者
が
共
同

で
取
り
組
む
設
備
投
資
等

補
助
上
限
額
：
①
１
、０
０
０
万
円 

②
共

同
体
で
５
、０
０
０
万
円
（
５
０
０
万
円

／
社
）

※ 

設
備
投
資
を
せ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
開
発
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
上
限
７
０
０

万
円
）

■ 

革
新
的
も
の
づ
く
り
産
業
創
出
連
携
促

進
事
業
（
サ
ポ
イ
ン
事
業
）

27
年
度
：
１
２
９
億
円

○ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、
大
学
・

公
的
研
究
機
関
等
と
連
携
し
て
行
う
も
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特　　集

導
を
受
け
て
い
る
小
規
模
事
業
者
に
対

し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
国
民
生
活

事
業
）
が
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
利

で
融
資
を
行
い
ま
す
。 

貸
付
上
限
額
：

２
、０
０
０
万
円

■ 

小
規
模
事
業
者
経
営
発
達
支
援
融
資
事

業
④ 

経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を
受
け
た

商
工
会
・
商
工
会
議
所
か
ら
、
売
上
の

増
加
や
収
益
の
改
善
、
持
続
的
な
経
営

の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
策
定
の
助

言
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
受
け
る
小
規

模
事
業
者
に
対
し
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
（
国
民
生
活
事
業
）
が
、
取
組
に
必

要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。 

貸
付
上

限
額
：
７
、２
０
０
万
円

創
業
を
め
ざ
す
方
を
応
援
し
ま
す

■ 

創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金

26
年
度
補
正
：
50
億
円

27
年
度
：
８
億
円

① 

創
業
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
上
限
額
：
２
０
０
万
円

② 

事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
既
存
事
業
を

廃
業
し
、
業
態
転
換
す
る
際
に
か
か
る

費
用
（
廃
業
コ
ス
ト
を
含
む
）
の
２
／

３
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
上
限
額
：

１
、０
０
０
万
円

③ 

産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
き
、
市
区

町
村
と
連
携
す
る
創
業
支
援
事
業
者
※

に
よ
る
、
経
営
相
談
や
交
流
会
の
開
催

な
ど
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。
補
助
上

限
額
：
１
、０
０
０
万
円
、
補
助
率
：

２
／
３

■ 

地
域
創
業
促
進
支
援
事
業

27
年
度
：
４
億
円

④ 

全
国
で
「
創
業
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、

創
業
予
備
軍
の
掘
り
起
こ
し
を
は
じ

め
、
創
業
希
望
者
の
基
本
的
知
識
の
習

得
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
ま
で

支
援
し
ま
す
。

地
域
資
源
の
活
用
を
応
援
し
ま
す

■ 

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
事
業

26
年
度
補
正
：
40
億
円

27
年
度
：
16
億
円

① 
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、
異
分

野
の
事
業
者
と
共
同
で
行
う
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
に
か
か
る
費
用

の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
上
限

額
：
１
、０
０
０
万
円

② 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、
地
域

資
源
活
用
や
農
商
工
連
携
に
よ
り
行
う

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
に
か
か

る
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。 

補

助
上
限
額
：
５
０
０
万
円

③ 

小
売
事
業
者
等
が
、
製
造
事
業
者
と
連

携
し
て
「
ふ
る
さ
と
名
物
」
な
ど
の
販

路
開
拓
に
取
り
組
む
際
に
か
か
る
費
用

を
補
助
※
し
ま
す
。 

補
助
上
限
額
：

１
、０
０
０
万
円
※
大
企
業
へ
の
補
助

率
は
１
／
２
、
中
小
企
業
等
へ
の
補
助

率
は
２
／
３

④ 

複
数
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、

「
ふ
る
さ
と
名
物
」
な
ど
を
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う
場

合
、
そ
の
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま

す
。 

補
助
上
限
額
：
２
、０
０
０
万
円

⑤ 

地
域
資
源
を
海
外
展
開
さ
せ
る
た
め
、

国
内
外
の
専
門
家
な
ど
を
活
用
し
て
行

う
、
も
の
づ
く
り
、
食
、
観
光
等
の
地

域
資
源
の
発
掘
や
、
海
外
向
け
商
品
の

開
発
な
ど
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

販
路
開
拓
を
応
援
し
ま
す

■ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
海
外
展
開

戦
略
支
援
事
業

27
年
度
：
25
億
円

① 

本
格
的
な
海
外
展
開
に
向
け
た
戦
略
策

定
や
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
る
た
め
、
事

業
化
の
可
能
性
調
査
の
支
援
に
加
え
、

Ｈ
Ｐ
の
外
国
語
化
、
物
流
体
制
の
構
築

等
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
支
援
し
ま

す
。 

補
助
上
限
額
：
１
６
０
万
円
、
補

助
率
：
２
／
３

■ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業

27
年
度
：
16
億
円
の
内
数

② 

自
ら
の
強
み
を
分
析
し
、
明
確
な
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
等
と
海
外
展
開
の
基

本
戦
略
を
固
め
る
た
め
、
専
門
家
の
招

へ
い
、
市
場
調
査
な
ど
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。補
助
上
限
額
：
２
０
０
万
円
、

補
助
率
：
定
額

③ 
具
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
海
外
販
路

開
拓
を
図
る
た
め
、
新
商
品
開
発
、
海

外
展
示
会
出
展
な
ど
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
援
し
ま
す
。
海
外
販
路
開
拓

を
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め
、
最
大
で

３
年
間
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
補
助
上

限
額
：
２
、０
０
０
万
円
、
補
助
率
：

２
／
３

④ 

海
外
現
地
の
ニ
ー
ズ
等
に
詳
し
い
外
部

人
材
の
活
用
に
よ
る
、
日
本
の
生
活
文

化
の
特
色
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
商
材

の
海
外
需
要
獲
得
に
向
け
た
市
場
調

査
、
商
材
改
良
、
Ｐ
Ｒ
・
流
通
ま
で
一

貫
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
活
動
を
支
援
し

ま
す
。 

補
助
率
：
定
額

下
請
事
業
者
の
自
立
化
を
応
援
し

ま
す

■ 

下
請
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
自
立

化
支
援
事
業

27
年
度
：
５
億
円

① 

下
請
事
業
者
同
士
が
共
同
で
行
う
勉
強

会
や
、
展
示
会
出
展
、
設
備
導
入
な
ど

に
か
か
る
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま

す
。
補
助
上
限
額
：
２
、０
０
０
万
円

② 

親
事
業
者
の
生
産
拠
点
の
閉
鎖
・
縮
小

な
ど
に
よ
り
売
上
げ
が
減
少
す
る
下
請

事
業
者
が
、
新
分
野
進
出
の
た
め
に
行

う
試
作
開
発
、
展
示
会
出
展
な
ど
の
費

用
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
上

限
額
：
５
０
０
万
円

事
業
承
継
の
円
滑
化
に
取
り
組
み

ま
す

■ 

中
小
企
業
新
陳
代
謝
円
滑
化
普
及
等
事

業

26
年
度
補
正
：
24
億
円

○ 

平
成
27
年
１
月
の
相
続
税
引
上
げ
、
事

業
承
継
税
制
拡
充
の
施
行
、
小
規
模
企

業
共
済
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
あ
わ
せ

て
、
事
業
承
継
・
廃
業
な
ど
に
関
す
る

施
策
・
制
度
の
講
習
会
・
説
明
会
の
開
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「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その14

（技術分野）　　繊維加工
（類　　型）　　試作開発＋設備投資
（形　　態）　　ニッチ分野特化
（会社概要）　 　当社は、各種工場の

製造プラントや環境維
持のための装置におい
て、液体や気体のろ過に使用される「ろ過布製品」、「テント倉庫」「各種テント」「フ
レキシブルコンテナー」等の産業用繊維製品を製造販売しています。 設計から製造、
現場据付まで一貫して行うことができる業界では数少ない会社であり、県内の大手企業の工場を中心に
全国300社以上に納入し、その市場占有率約30％の国内トップクラスの産業用繊維加工会社です。

（事業概要）　 　ニッチ分野である産業用繊維製品の製造分野において、専用加工機が無いために品質・製造効
率ともに問題のあった「接合加工」部
門において、この作業を改善するため
に、いままで培った製造ノウハウを結
集し、オリジナル仕様の接合機械を開
発し、導入・改良することで、製品品
質と製造効率の向上を図り、経営を向
上させることを目的に「ものづくり補
助金」に取り組みました。

不二産業株式会社
〒744-0061
下松市葉山２丁目904番地19
TEL：0833-47-0007　FAX：0833-46-3666

代表取締役
武居　耕一 氏

『産業用繊維製品の接合技術の品質向上と作業効率アップのため
の設備更新とその改善』

不二産業株式会社
　今回「ものづくり補助金」を活用し品質UP、生産効率UP、新人の
訓練期間の短縮のため、まったく新しいミシンを「JUKIミシン」と
共同開発することができました。今では現場になくてはならない設備
となり、大きな成果をもたらしました。今期もこの開発したミシンの
購入を予定しております。また、女性にとって働きやすい環境がまた
一つ整い、従業員も６名増え、初の40人台となったことも独自技術の
活かせる設備があっての企業成長と思い、感謝をしております。

特　　集／ものづくり補助金活用事例紹介

催
や
、
個
別
相
談
員
の
派
遣
な
ど
を
行

い
ま
す
。

■ 
事
業
引
継
ぎ
支
援
事
業

取
引
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す

■ 

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
増
を
踏

ま
え
た
取
引
の
適
正
化

■ 

消
費
税
転
嫁
対
策26

年
度
補
正
：
37
億
円

27
年
度
：
39
億
円

③ 

消
費
税
の
円
滑
な
転
嫁
に
向
け
、
中
小

企
業
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
相
談
窓

口
の
設
置
や
専
門
家
派
遣
な
ど
を
通
じ

た
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。

④ 

消
費
税
分
の
価
格
へ
の
上
乗
せ
を
拒
否

す
る
な
ど
の
違
反
行
為
を
取
り
締
ま
る

た
め
、
全
事
業
者
へ
の
書
面
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
転
嫁
Ｇ
メ

ン
が
積
極
的
に
情
報
収
集
や
検
査
な
ど

を
行
い
ま
す
。

資
金
繰
り
・
事
業
再
生
を
支
援
し

ま
す

■ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
資
金

繰
り
支
援

26
年
度
補
正
：
１
、３
８
０
億
円
財
務
省

計
上
７
０
９
億
円
含
む

① 

日
本
政
策
金
融
公
庫
や
商
工
中
金
が
、

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
高
な
ど

の
影
響
を
受
け
る
中
、
資
金
繰
り
に
困

難
を
来
た
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
や
省
エ
ネ
投
資
を
促
進
す
る
事
業

者
、
ま
た
、
女
性
等
に
よ
る
創
業
や
円

滑
な
事
業
承
継
な
ど
地
域
に
お
け
る
前

向
き
な
取
組
を
行
う
事
業
者
、さ
ら
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
新
た
な
事
業
・
雇
用
の
担

い
手
に
対
す
る
融
資
を
行
い
ま
す
。

② 

信
用
保
証
協
会
が
、
地
域
金
融
機
関
と

連
携
し
て
経
営
支
援
を
実
施
し
、ま
た
、

経
営
力
強
化
保
証
等
に
よ
る
借
換
保
証

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
支
援

と
一
体
と
な
っ
た
資
金
繰
り
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
対
応
を
支
え
る

信
用
保
証
の
迅
速
化
・
柔
軟
化
を
図
り

ま
す
。

■ 
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
事
業

再
生
支
援

税
制
で
事
業
活
動
を
後
押
し
し
ま
す

■ 

中
小
企
業
等
に
係
る
法
人
税
の
軽
減
税

率
の
延
長

■ 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
農
林
水
産
業
活

性
化
税
制
の
延
長

事
業
承
継
税
制
を
拡
充
し
ま
す

■ 

事
業
継
承
税
制
の
拡
充

地
域
経
済
の
活
性
化
を
応
援
し
ま
す

■ 

外
国
人
旅
行
者
向
け
の
消
費
税
の
免
税

販
売
手
続
を
一
括
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
の
創
設
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中
央
会
指
導
員
研
究
会
が
も
の

づ
く
り
企
業「
㈱
木
原
製
作
所
」

を
視
察
！

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
央
会
指
導
員
に
よ

る
研
究
会
の
一
環
と
し
て
、
中
央
会
振
興

会
会
員
の
㈱
木
原
製
作
所
（
木
原 

康
博

社
長
）
へ
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
当
社
が
葉
た
ば
こ
乾
燥
機

メ
ー
カ
ー
か
ら
食
品
乾
燥
機
メ
ー
カ
ー
へ

と
移
行
し
た
経
緯
や
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
開
発
案
件
等
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
工

場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
工
場
で
は
、
平

成
24
年
も
の
づ
く
り
補
助
金
を
活
用
し
た

自
動
薪
供
給
装
置
付
き
乾
燥
機
の
試
作
機

を
実
際
に
稼
働
し
、
椎
茸
生
産
者
が
薪
を

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
発
生

量
を
99
％
削
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
や
間
伐
材
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
山
林

保
全
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
で
き
る

技
術
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
見
学
者

一
同
は
そ
の
能
力
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

中
央
会
は
、「
失
敗
し
な
い
た
め
の
求
人
・

面
接
の
や
り
方
〜
優
秀
な
社
員
を
確
保
す

る
た
め
の
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ
〜
」
と
題
し
て
、

後
継
者
養
成
・
経
営
力
向
上
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
の
特
定
社
会
保
険
労

務
士　

小
玉
隆
一
氏
か
ら
は
、「
人
材
採
用

が
困
難
な
中
で
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は

〝
選
別
す
る
の
で
は
な
く
、
選
別
さ
れ
て
い

る
〞
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
①
求
め
る
人

物
像
を
明
確
に
設
定
し
、
②
面
接
者
の
教

育
を
行
い
、
③
土
台
と
な
る
職
場
環
境
を

整
備
し
、
④
そ
の
上
で
採
用
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
る
。
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
社

員
の
顔
や
声
、
事
業
の
将
来
性
等
を
掲
載

す
る
と
効
果
的
」
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
上
の
リ
ス
ク
を
把
握
！

 

事
業
承
継
に
つ
い
て
考
え
る

山
口
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

（
末
冨
喜
昭
理
事
長
）

　

当
組
合
は
12
月
11
日
㈭
、
牛
見 

和
博

弁
護
士
を
招
い
て
事
業
承
継
対
策
・
消
費

税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
事
業
承
継
と
は
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・

知
的
資
産
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
事

業
承
継
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
円
滑
な
承

継
が
で
き
な
い
と
き
は
経
営
へ
の
影
響
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
事
業
承
継
す
る
相
手

と
し
て
親
族
・
従
業
員
・
第
三
者
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
中
小
企
業
の
事
業
承
継
を
円
滑

に
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
条
件
を
満

た
せ
ば
、
相
続
税
・
贈
与
税
納
税
が
一
定

程
度
猶
予
さ

れ
る
こ
と
等

が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
将

来
を
見
据
え

た
計
画
と
早

め
の
対
策
に

つ
い
て
解
説

さ
れ
、
受
講

者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

「
ミ
ル
ク
キ
ッ
チ
ン
燦・燦
」が

 

オ
ー
プ
ン
！

企
業
組
合
燦
・
燦

（
池
田
静
枝
理
事
長
）

　

昨
年
12
月
５
日
㈮
、
防
府
市
沖
今
宿
の

池
田
牧
場
内
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ
ル
ク

キ
ッ
チ
ン
燦
・
燦
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

防
府
地
域
で
は
大
人
気
の
鍋-

１
グ
ラ
ン

プ
リ
で
３
連
覇
し
た
「
ミ
ル
ク
鍋
」
な
ど

で
認
知
も
高
く
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大
好

評
を
得
て
い
た
女
性
グ
ル
ー
プ
が
昨
年
８

月
に
当
組
合
を
設
立
し
、
開
店
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
牧
場
な
ら
で
は
の
牛
乳

と
手
作
り
の
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
「
ミ
ル
ク
鍋
」
を
中
心
に
提

供
し
て
い
き
、
牛
乳
の
魅
力
や
活
用
法
を

知
っ
て
も
ら
い
、
需
要
拡
大
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
営
業
は
金
・
土
・
日

曜
の
11
時
〜
15
時
で
す
。
問
い
合
わ
せ
は

当
組
合
（
電
話
０
８
３
５
―
２
１
―
３
０

０
４
）
へ
。

組合等ニュース

研
修
会「
失
敗
し
な
い
た
め

の
求
人・面
接
の
や
り
方
」

を
開
催
！

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

ものづくり補助金を活用した試作機

企業組合燦・燦の皆様
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 12月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →
商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →

運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

平成26年12月期

　12月は、受注や売上が、食料品、小売業、商
店街及び運輸業では増加と減少が混在した。繊
維工業、一般機器、輸送機器、建設業から受注
や売上が増加したとある一方で、卸売業、木材・
木製品、印刷、サービス業からは減少した、報告
である。また、運輸業の一部ではあるが、原油価
格の下落が利益確保への追い風となっている。
　景気は「一部に弱さがみられるが、全体として
は緩やかに回復している」とされているが、同一
業種でも景気感に差があり、まだら模様の景気動
向に変化はなく、先行き不透明感も残っており、
今後の経済対策等に期待したい。
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景況動向

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品

○　原材料の値上げ分の価格転嫁が出来ない状況が続いており、消費税10％の延
期を喜んでいる組合員が大半である。クリスマスケーキはバターの代用品で製造
したり、値上げを行った店舗が多い。 （パン・菓子製造業）
○　前半は荒天等もあったが、対前年同月比＋7.5％。４～12月累計では＋13.7％と
好調を維持し、開業14年目で最高売上、最高利益。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業

○　取引先の新商品切換えで一時的に受注増であるが、店頭の売れ行き状況は良く
ないため、依然として先が読めない。 （下着類製造業）
○　円安の為かメーカーが国内生産を求めている現状と、以前より製造工場が減少
しているため、小ロットながらも方々から引き合いがあり、そこそこ忙しくしている。
 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　新設住宅着工数は、消費税増税の反動が続き回復の兆しはない。スギ中丸太
価格も高止まりで推移。 （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　円安により原材料等の経費が増加。原油価格の下落で円安の影響がカバーさ
れているが安穏とすることはできない。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　前年同月比で再生路盤材の出荷数量は上がっているが、骨材、路盤材は、出
荷数量もかなり減っている為、在庫が山積みになっている。 （砕石製造業）

一 般 機 器
○　原油価格の上下変動に製品の取引価格をどうするか事業者は悩んでいる。
○ 　インドネシア等から、少しずつ受注が取れ始めている。　（一般機械器具製造業）
○　設備操業度は11月と同等。１～４月の仕事量は確保しつつあるが価格・納期の
顧客からの厳しい要望、円安の進展が不安要素。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　鉄道車両、精密機械加工部門とも持ち直してきている。特に精密加工部門は
春先まで多忙の作業量が見込まれている。車両部門は年明けに少し落ち込みがみ
られるが、大きな変動はない見通しである。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業

○　景気の悪化により益々消費が低迷している。新海苔の入札が開始されたが、温
暖化の影響か良質の新海苔が品薄で、競争が激しく価格が高騰し欲しい海苔が
入札出来ないでいる。 （各種商品卸売業）

○　時化で魚の入荷が少ないうえに年末価格で相場が高騰。例年より客足が悪く選
挙や消費税増税の影響もあり購買意欲が下がっている。 （生鮮・魚介卸売業）

小 売 業
○　ツリー祭りも徳山港付近に拡大開催された。しかし商店街方面への来街者は減
少した模様。 （各種商品小売業　周南市）

○　前年よりも休日が一日少ないにもかかわらず売上は若干増加。寒さが功を奏し
たと思われる。 （各種商品小売業　山口市）

商 店 街
○　恒例イベントが始まり少し売上・客数は増加している。駐車場台数は前年対比
で減少している。公務員のボーナス支給時には、客数が少し増。 （山口市）
○　年末の売上が例年よりも悪く収益が悪化のため、人員整理の店も出た。 （萩市）

サービス業

○　年末商戦とは言い難い状況。２割増し程度の忙しさで、店内販売商品等の売
れ行きがよくない。余分な買い物は差し控えているのだろう。 （美容業）
○　宴会は前年とおりに集客できたが、下関地区の宿泊者は少なかった模様。部屋
数は少ないが “ふく” が提供できる旅館は高額であっても好調であったとのことで、
客の財布の紐が少し緩んできたように思う。 （旅館業）

建 設 業
○　この一年技能者不足の中で状況は好転したが、今は横這いの状態。工期遅延
の恐れのある現場が発生している。 （左官業）
○　年末になり少し忙しくなってきている。品質管理も安全管理も財政的に余裕が
ないと取り組めず、急に忙しくなると労働災害等が心配である。 （土木工事業）

運 輸 業

○　物流に関しては、年末に向けて繁忙期を迎えている。特に年末商戦やお歳暮等
の需要により食品輸送関係が伸びてきている。また原油価格の下落による軽油の
値下がりも利益確保への追い風となっている。 （一般貨物自動車運送業）

○　長く続いた売上減少が９月、10月に増加に転じたが再び減少傾向となり、11月
分はもちろんのこと12月分も減少している。 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成26年12月期
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お知らせ

平成26年度決算・税務講習会のご案内
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○日　時　平成27年２月25日㈬　10：30～16：30　＊午後からの参加も可能です。
○場　所　山口市小郡ふれあいセンター２Ｆ　集会室　（山口市小郡下郷1440-１　☎ 083‒973‒0003　＊駐車場有）
○講　師　冨田税理士事務所　所長　冨 田 哲 也　氏
○日程及び内容
《第１部　中小企業会計啓発・普及セミナー》
10:30～12:30　【会計編】『企業の継続的成長を目指す会計　応用編』
「中小企業の会計」に則った事業計画・予算策定・資金計画（キャッシュフロー計算書）等の作成を学びます。

12:30～13:30　　昼食・休憩
《第２部　決算・税務講習会》
13:30～14:50　【決算・税務編】決算及び組合関係税制について
決算整理から決算関係書類の作成方法や組合特有の経理処理、27年度組合関係税制の改正、組合特別税制（①利
用分量配当の損金算入、②賦課金の仮受金経理、③留保所得の特別控除）等について学びます。

15:00～16:30　【税務申告編】申告書の基本的な作成について
組合税務申告書の基本的な作成手順（法人税等の申告書記載と税額の計算）等について学びます。

○対象者　組合役職員や組合経理担当者等（定員60名）
○資料代　１人 1,000円（当日、受付で申し受けます。）　資料名「中小企業組合関係税制のあらまし」
○持参物　電卓、筆記用具、昼食をご持参ください。
※お申込み・お問い合わせ　連携支援第一課（担当：洗川）　☎ 083-922-2606

　　　　　　　　　　　　　　を運営！
ライフスタイル協同組合（船﨑美智子理事長）

　当組合は、山口県女性創業サポート事業として（公財）やまぐち産
業振興財団の委託を受け「女性創業セミナーWITTY」を昨年９月より
企画運営してきました。
　本セミナーは、家庭や子育てを両立しながら起業したい、ライフス
テージの変化で今の事業を見直したい、経営をきちんと学びたいといっ
た、起業家としてのステージアップを目指す女性の為のセミナーです。
講義は全15回で、事業計画書の書き方やプレゼンテーションの方法と
いった経営能力向上講座のほか、ファッションや話し方等のコミュニ
ケーション力向上講座が用意され、約４ヶ月間にわたって開催されま
した。すべての講師が女性、中国創業支援センターによる指導を受け
られる、参加できない回はｅ－ラーニングで補講ができる、無料託児
付きといった点が特徴です。
　毎回の講座にワークショップを取り入れ、定期的にランチ交流会を
開催するなど、女性のコミュニケーション力の高さをいかしてビジネ
スアイデアをブラッシュアップしました。

　最終回の１月16日㈮に修了式及び卒業プレゼンが行われ、県や支援機関、
金融機関等を対象に、選抜された16名が卒業プレゼンを行いました。
　受講者からは「WITTYをきっかけに夢が広がり、人脈もできた」「企業組
合として起業したい」と好評を得ました。船﨑理事長は「受講中に起業し、
カフェを開店した人もおり、受講生同士でのコラボも生まれている。また、
運営を通じて組合として私達も成長できた。今後も受講生の起業や更なる飛
躍に向けて出来る限りサポートしていきたい」と述べられました。

講義風景

グループワークでの意見交換

女性起業家のひとりである
ライフスタイル（協）の船﨑理事長



編集・発行
山口県中小企業団体中央会

〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　　Fax 083-925-1860

http://axis.or.jp/

 
印刷製本　株式会社 桜プリント社

　新山口駅前（山口グランドホテル裏側・コンビニ店舗跡）に生産者直営

店舗としてオープンした「結
むす

び
び

家
や

くらとも」で、お弁当やおにぎりの製造・

接客を担当されている倉重さんと古川さん。

　美祢市秋吉台でエコやまぐち100等を取得した株式会社倉友が生産する玄

米を、直接消費者に提供して美味しさを実感してもらうために店舗をオー

プンされました。「化学農薬・化学肥料に頼らない昔ながらのお米の美味し

さを知っていただきたい、色々な人が集まれる場所にしたい」という想い

を持っていらっしゃいます。

　組合のＰＲをお願いしたところ、「お米以外も、化学調味料は不使用、自

家菜園の野菜を使用した惣菜など、こだわっています。ぜひ食べに来てく

ださい。」と笑顔で答えていただきました。

2014Feb
今月の

さわやかレター

企業組合志舞
倉重　智子さん（左）　　古川彩加さん（右）


